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各施設の年末年始の開放状況
12月

12月30日㈮

～

１月３日㈫

１月

28日 29日 ４日

水 木 水

中央ふれあい館 8：30～21：30
（郵便局～16：00） 8：30～16：00

×

8：30～21：30
（郵便局～16：00）

公民館・交流館
（老人福祉センター） ○（～17：00）

×

○（～17：00）

中央地域健康センター
8：30～17：15 8：30～17：15

西部地域健康センター

東部地域健康センター 8：30～18：00 8：30～18：00

  町民体育館

○（～17：15） ○町民グランド
各学校体育施設

図書館
× ×

郷土館

≪　○…開館　×…閉館　≫　※部屋などの利用時間は、それぞれの施設にお問い合せください。

広報「くまの」などの町からの配布物について
　広報「くまの」は、町民の皆様のお宅に広報が届くまでの期間を考慮して、おおむね、発行月の
11日以降から翌月10日までの行事のお知らせを掲載しています。全世帯に配布されるまでに時間が
かかる場合があります。何卒、ご理解ください。

平成28年秋の叙勲　受章おめでとうございます
叙勲とは、国家または社会に対し功労のある人、社会の各分野における優れた行いのある人などを対象にそれぞれ勲
等を与え、勲章を授与することです。 （商工観光課）

第27回危険業務従事者叙勲　受章おめでとうございます
危険業務従事者叙勲は、自衛官や警察官など危険度の高い業務で実績のあっ
た人にそれぞれ勲等を与え、勲章を授与することです。 （商工観光課）

秋の叙勲　旭日双光章

■尺田　公造さん（萩　原）
　70歳・地方自治
昭和58年から平成27年まで熊野町議会議
員を務められ、その間、現庁舎の建設や本
会議のインターネット中継の実施に尽力
されました。

受章者の言葉　
　この程、思いもかけないご褒美をい
ただきました。これも皆様のお陰と存
じ、厚くお礼申し上げます。これからは、
気張らず、欲張らず、孫達と好々爺の時
間を過ごしていきたいと思います。
　皆様のご健勝を祈っております。

秋の叙勲　瑞宝単光章

■小鳥田　憲治さん（萩　原）
　70歳・消防
昭和42年に熊野町消防団萩原分団に入団
後、退団されるまでの約39年間、萩原分団
分団長、副団長などを歴任されました。

受章者の言葉　
　この度、この様な章を頂けることは、
まさに千載一遇の出来事であり、大変
光栄に思います。地域の皆様のご指導
とご支援の賜と心から感謝いたして
おります。

秋の叙勲　瑞宝双光章

■木本　禮次郎さん（柿　迫）
　72歳・更生保護
昭和58年に法務省より委嘱を受け、今年
11月末までの約33年間にわたり、保護司
として更生保護に従事されました。

受章者の言葉　
　この度、このような章を賜ることと
なり、心から光栄に思います。この受
章は、これまでの家族や、周囲の方々
のご理解と心温かいご支援の賜物と
心より感謝しております。

危険業務従事者叙勲　瑞宝単光章

■安部　俊之介さん（東　山）
　69歳・防衛
昭和44年に海上自衛隊の長崎県大村航空
隊に配属後、沖縄、山口県小月、下関などで
主に後方支援として活躍され、約33年間の
勤務を経て呉にて定年を迎えられました。

受章者の言葉　
　このたび、このような章をいただき、
大変光栄に思います。真面目にコツコツ
とやってきたことが認められたのかな
と思っています。よい上司にめぐまれ、
家庭を守ってくれた妻に本当に感謝し
ています。ありがとうございました。

危険業務従事者叙勲　瑞宝双光章

■玉井　稔さん（城之堀）
　61歳・防衛
昭和49年に海上自衛隊に入隊後、約36年
間勤務されました。その間、６隻の機関長
や、テロ対策特別措置法に基づくインド
洋への派遣を経験されました。

受章者の言葉　
　このたび、身に余る栄誉を賜ること
となり、身の引き締まる思いです。こ
れは偏に家族や、周囲の方々のご理解
と心温かいご支援の賜物と心より感
謝しております。今後も、自衛隊の活
動を支援し、地域にも貢献できる人間
を目指したいと考えております。

平成28年度
社会教育功労者
文部科学大臣表彰

　熊野町社会教育委員会委員長
の住岡宣博さん（新宮）が、本町
の社会教育推進の功績により、
「社会教育功労者文部科学大臣
表彰」を授与されました。おめで
とうございます。

（生涯学習課）

町長就任のごあいさつ

　この度の町長選挙におきまして、町民の皆様や各方面の方々からの温かい御支援、
御支持をいただき、３期目の熊野町政を担わせていただくことになりました。皆様
方からいただいた信頼と期待をしっかりと胸に収め、その負託にお応えできるよう、
誠心誠意、職務を務めてまいります。
　大正７年に産声をあげた熊野町は、２年後の平成30年の秋に100歳の節目を迎え
ます。町民の皆様とともに、わが町の歴史と伝統を後世に引き継ぐ決意をもってお
祝いする年にしたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　町は「熊野町人口ビジョン」を本年３月に公表しています。昭和60年から平成17
年まで２万５千人以上を維持した人口は、今後徐々に減少し、このままでは、今年生まれた子どもが高校に入
学する頃には２万人を割り込みます。人口減少は全国的な現象ですが、幸いなことに熊野町には優れた多くの
地域資源や人材がありますので、それらを結集すれば、交流・定住人口の増加をもたらす「くまの創生」は必
ず結実するものと信じております。
　「ひと」と「まち」が輝きを増し、新たな成長への希望が芽生える４年間となるよう、町民の皆様や議会の
お力をいただいて町政運営に当たってまいりますので、一層の御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上
げます。

三村　裕史　

熊野町長に三村裕史氏が当選されました
　任期満了に伴う熊野町長選挙を11月８日（火）に告示し、立候補の受
け付けを行った結果、届出者が現職の三村裕史氏一人のみでした。よっ
て、無投票当選と決定し、同月14日（月）に当選証書の授与式を行いま
した。
　三村町長は、11月30日（水）から３期目となり、任期は平成32年11月
29日までです。 （選挙管理委員会）

また、秋の叙勲 瑞宝単光章（郵政業務功労）を野戸 守さん（呉地・66歳）が、受章されました。


